
2．ライフステージ  

1 乳児・小児   

1．基本的事項   

ライフステージの初期においては、胎内での栄養状態や、母乳からの各種栄養素の摂取も含めた  

乳児期の栄養状態、成長期における栄養状態について、特段の配慮を払う必要がある。とくに、近  

年、胎児期及び乳児期の栄養が、児の成人後の健康状態に及ぼす影響を示唆する報告もあり、ライ  

フコース全体を考えた食生活1）が重要と考えられる。そこで、乳児・小児に対する特記事項につい  

て要点を述べる。  

2．乳児   

推定平均必要量や推奨量を決定するための実験はできない。そして、健康な乳児が摂取する母乳  

の質と量は乳児の栄養状態にとって望ましいものと考えられる。このような理由から、乳児におけ  

る食事摂取基準は、目安量を算定するものとし、具体的には、母乳中の栄養素濃度と健康な乳児の  

哺乳量の積とした。また、日本人の食事摂取基準（2005年版）2）では、母乳栄養の場合と、人工栄  

養の場合の両者について、人工乳の栄養素の吸収率等を加味したうえで、異なる目安量を併記して  

いた。しかし、人工栄養の場合には、人工的に強化された栄養素も含めた摂取量であり、上記のよ  

うな観点から、目安量としては併記せずに、参考として示すこととした。   

生後6か月以降の乳児では、母乳（または人工乳）の摂取量が徐々に減り、離乳食からの摂取量  

が増えてくることから、6～8か月、9～11か月（または、6～11か月）の月齢区分で、主要栄  

養素及び一部のミネラルについては母乳及び離乳食からの摂取量データを検討した。しかし、この  

集団における摂取量データは限られていることから、他の栄養素については0～5か月児及び（ま  

たは）1～2歳の小児の僅から外挿して求めた（「Ⅰ総論、2．策定の基礎理論」の4－6－2を参  

照）。また、エネルギーについては、算出方法が異なっており、その詳細については「ⅠⅠ各論、1．  

エネルギー・栄養素」の「エネルギー」の章（2－6）を参照されたい。  

2－1．乳児期の月齢区分と基準体位（「Ⅰ総論、2．策定の基礎理論」の4－2を参照）   

乳児期においては成長の速度が速く、生後2か月程度で体重が2倍近くにもなる。日本人の食事  

摂取基準（2005年版）2）においては、1歳未満の月齢区分を「出生後6か月未満（0－5か月）」  

と「6か月以上1歳未満（6～11か月）」に分けていた。それぞれの月齢区分の期間において、体  

重や身長の変化は著しく、ひとつの数値をもって代表値としてはとらえにくいことから、今回は①  

0～2か月、②3～5か月、③6～8か月、④9～11か月の4区分に分け、値を示した（表1）。  

これらの数値は、平成12年乳幼児身体発育調査3）データから得られた0～12か月の50パーセンタ  

イル曲線において、それぞれ1．5か月、4．5か月、7．5か月、10．5か月に対応するものである。  

－276－   



表1乳児における基準体位（4区分として示した場合）  

性 別   男 児  女 児   

月 齢   身長（cm）  体重（kg）  身長（cm）  体重（kg）   

0～2（月）（1．5か月時）   56．2   4．9   54．8   4．6  

3～5（月）（4．5か月時）   65．3   7．4   63．7   6．8   

6～8（月）（7．5か月時）   69．7   8．5   68．1  7．8   

9～11（月）（10．5か月時）   73．2   9．1   71．6   8．5  

なお、これら4つの月齢区分での提示は、体位については、適切なデータが利用可能であること  

から、今回行ったものであり、各栄養素等の食事摂取基準の備については、前回と同様に、「出生  

後6か月未満（0～5か月）」と「6か月以上1歳末満（6～11か月）」の2つに区分することと  

したが、とくに成長に合わせてより詳細な区分設定が必要と考えられたエネルギーとたんばく質に  

ついては、「出生後6か月未満（0～5か月）」及び「6か月以上9か月未満（6～8か月）」、「9  

か月以上1歳未満（9～11か月）」の3つの区分で表した。  

1歳末満の月齢区分を2区分とした場合の基準体位は表2に示すとおりである。  

表2 乳児における基準体位（2区分として示した場合）  

性 別   男 児  女 児   

月 齢   身長（cm）  体重（kg）  身長（cm）  体重（kg）   

0～5（月）（3か月時）   61．5   6．4   60．0   5，9   

6～11（月）（9か月時）   71．5   8．8   69．9   8．2   

2－2．乳児期の哺乳量   

日本人の食事摂取基準（2005年版）2）策定後に日本人を対象として発表された論文4）においても、  

離乳開始前（15日目～5か月）では、母乳の摂取量はほぼ一定しており、日本人の食事摂取基  

準（セ005年紋）の哺乳量780mL／日5、■を変更せずに、同じ値を用いることとする。また、離乳開始  

後（6～8か月、9～11か月）の期間については、それぞれ600mL／／日、450mL／日を哺乳量とす  

る6・7）。なお、6～11か月をひとつの区分とした場合には、6～8か月、9～11か月の哺乳量の平  

均値である525mL／日とする。  

2－3．母乳中の栄養素濃度   

日本人の母乳中の各栄養素の含量についての報告は、古いものを含めて比較的多くある。ただ  

し、母乳のサンプリングのバイアス、測定データのばらつき、測定方法や精度の問題などから、単  

一の研究報告から栄養素を網羅的に記載し得るデータはない。そのため、栄養素ごとの検討におい  

て、より適当と考えられる母乳中の濃度を採用することとした。なお、各栄養素について採用され  

たデータ7‾㍊）の一覧を表3に整理した。  
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2－4．離乳食の摂取量   

離乳期における各栄養素摂取量を報告封‾罪）したデータは乏しく、前回の検討の後に報告された論  

文は極めて少なかった。しかし、離乳開始後（6～8か月、9～11か月）については、エネルギ  

ー、たんばく質、その他栄養素の摂取量に違いがみられるため、それぞれの年齢区分において、母  

乳（600mL／日、450mL／日、または525mL／日）からの栄養素摂取量及び離乳食からの摂取量を  

算出し、目安量設定のための参考データとした（表3）。  

3．小児  

食事摂取基準の策定に有用な研究で小児を対象としたものは少ない。そこで、十分な資料が存在  

しない場合には、外挿方法の基本的な考え方（「Ⅰ総論、2．策定の基礎理論」の4－6を参照）で  

示した外挿方法を用いて、成人の億から推定した。耐容上限量に関しては、情報が乏しく、算定で  

きないものが多かった。しかし、これは、多量に摂取しても健康障害が生じないことを保証するも  

のではないことに十分に留意する。  

4．活用に当たって  

乳児期においては、各栄養素の食事摂取基準は目安量として策定されている。基本的に、目安量  

は、健康な乳児が順調に成長、発達していると考えられる集団における摂取量に基づいて設定され  

る。健康な乳児が摂取する母乳の質と量は乳児の栄養状態にとって望ましいものと考えられること  

から、母乳栄養の場合を想定した数倍が示されている。ここで重要なことは、乳児期の栄養評価と  

計画の中で、摂取量の多寡のみで判断するのではなく、成長曲線などに当てはめ、身体発育を継続  

的にモニタリングしていくということである。このことは、成人におけるエネルギー摂取量に関わ  

る評価と計画において、摂取量の多寡よりも、BMIや体重変化量から総合的に判断をすることと  

同様の考え方である。また、人工栄養、あるいは混合栄養の場合、現在わが国で市販されている人  

工乳は、日本人の母乳組成や各栄養素の吸収率等が考慮されて製造されていることから、特定の栄  

養素の欠乏が起こりやすいということは考えにくい。したがって、母乳栄養の場合を想定した目安  

量を参照しながら、成長曲線などを活用し、乳児期の栄養評価や計画を総合的に考えていくこと  

は、母乳栄養児の場合と同様である。   

離乳期においては、種々の食品の摂取が始められ、エネルギーや各栄養素の摂取量の個人差も大  

きくなり、離乳食の円滑な導入及び進行も含めて、十分な栄養・食生活上の配慮が必要となる時期  

と思われる。今臥エネルギーとたんばく質については、6～8か月、9～11か月の2つの時期  

に分けて、目安量が示されている。しかし、この時期における摂取量を定量的に示した研究は少な  

く、十分な検討、策定を行うことができなかった。今後の研究データの蓄積が必要である。   

小児期においても、身長や体重変化などを成長曲線に当てはめて、モニタリングすることの重要  

性は、乳児期と同様である。エネルギーの過剰摂取による肥満の予防という観点からも、きめ細か  

なモニタリングを行うことが必要である。   

耐容上限量については、乳児期及び小児期を通じて、必要な根拠データが無いことから、設定さ  

れていない栄養素が多い。しかし、このことは摂取量の上限を配慮しなくてもよいということでは  

なく、とくに、栄養機能食品をはじめ、特定の栄養素が強化された食品の選択や摂取に当たっては、  

成人以上に慎重であるべきと考えられる。  
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表3 食事摂取基準策定の参照データー覧‥各栄養素の母乳中濃度及び離乳食からの摂取量  

母乳中濃度7‾霊）  離乳食からの摂取量封‾鎚）  

栄葦素  
0～5か月  6～8か月  】9～11か月  6～8か月  9～11か月   

たんばく貿  12．6g／L  10．6g／Lき 9．2g′／L   H  6．1g／日   17．9g／日  

月旨質   35．6g／／Ll  】  

脂肪エネルギー比率   48，5％  

n－6系脂肪酸   5、16g／L   

n－3系脂肪酸   1．16g．′／L   ！  

炭水化物  
炭水化物  

食物繊維  

ビタミンA   411〟gRE／L   

脂  3・05〟g′／′L 圭 一  

溶  
性  3．5～4．Omg／′L  

ビタミンK  5・17閥／一L j －一  

ビタミンBl   0．13mg／′L  

ビタミンB2   0、40mg／L  1 H ‖  

ナイアシン   2，Omg／L  u u  

ビタミンB6   0．25mg／L  
水  
溶  0，45〟g／L   1 ‖  

性  
葉酸  h 54〃g′／L 蚤  

パントテン酸   5．Omg／L  

ビオチン   5〟g／L  

ビタミンC   50mg／L  

ナトリウム   135mg／lJ  1  135mg／L  487mg／日  

カリウム   470mg／L 弓   470mg／L  492mg／日  

多  
カルシウム   250mg′／L  H ≠   250mg／L  128mg／日  

遥j  

マグネシウム   27mg／L  蒼  27mg／L  46mg／日  

リン   150mgノL   150mg／L  183mg／日  

鉄   0．426mg′／L！  

亜鉛   2mg／日2  
フ  
ル  

銅   0′35mg／L   0．16mg／′L  0．20mg／日  

徴  11／ノg′′′L   11〟g／L  0．44mg．／日  

量  1331Jg／L  

セレン   17〃g／L  

クロム   1．00〃g／L  

モリブデン   3・0〃g／L －  H 【  

1採用された母乳中濃度（3．5g／一100g）より、比重1．017で算出。  

2母乳中濃度ではなく、母乳からの1日当たりの摂取量。  
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乳児の食事摂取基準（再掲）  

月 齢   0～5（月）  6～8（月）  9～11（月）  
エネルギー・栄養素  

策定項目   男児女児  男児女児  男児女児   

エネルギー（kc山／日）  推定エネルギー必要量  5勤帥  650 帥  7（氾650   

目安量   10   たんばく質（g／日）  】15   25   

目安量   50   脂質（％エネルギー）  40  

脂質（g／日）1   （参考）   （30：さ  

飽和脂肪酸（％エネルギー）  

脂 質  目安量   4   5  

n－3系脂肪酸〈g／日）   目安量   0．9   0．9  

コレステロール（mg／日）  

炭水化物（％エネルギー）  
炭水化物  

食物繊維（g／日）  

t≡≡l安量   3∝）   400  
ビタミンA（〟gRE．ノノ日）2  

耐容上限量   600   6（氾  

脂  目安量   2．5（5．0〉   5．0（5．0）  
洛  
性  耐容上限畳   25   25  

ビタミンE（mg／日）   目安量   3．0   3．5  

ビタミンK（〟g／日）   目安量   4   7  

ビ  ビタミンBl（mg／日）   目安量   0．1   0．3  

夕  ビタミンB2（mg／日）   目安量   0．3   0．4  

ン  ナイアシン（mgNE．／′日）4   目安量   2   3  

ビタミンB6（mg／日）   目安量   0．2   0．3  

水 溶  目安量   0．4   0．6  

性  目安量   40   65  

パントテン酸（mg／日）   目安量   4   5  

ビオチン（〟gノ／日）   目安量   4   10  

ビタミンC（mg／日〉   目安量   40   40   

ナトリウム rmg／日）   目安量   600  

（食塩相当量）（g／′日）   目安量   田          0．3   1．5  

多  目安量   400   7〔沿  

量  目安量   2（X）   250  

マグネシウム（mg／日）   目安量   20   60  

リン（mg／日）   目安量   120   260  

訂安量   0．5  

鉄（mg／日）5  推定平均必要量  3．53．5  3・53・5  

推奨畳  5．O4．5  5．O4．5  
フ  
ル  亜鉛（mg／日）   目安量   2   3  

徴  
銅（mg′／日）   目安量   0．3   0．3  

マンガン（mg／日）   目安量   0．01   0．5  
量  

目安量   100   130  
ヨウ素（〟g．′′月）  

耐容上限量   250   250  

セレン（〟g．′′月〉   目安量   15   15  

クロム（〃g′′■日）   目安量   0．8   1．0  

モリブデン（、〟g／日）   目安量   2   3   

1母乳中脂肪濃度と0～5か月児の1日の哺乳量から算出した。  
2 プロビタミンAカロテノイドを含まない。  

3適度な日照を受ける環境にある乳児の目安量。（）内は、日照を受ける機会が少ない乳児の目安量。  
4 0－5か月児の目安量の単位はmg／日。  
5 6～11か月はひとつの月齢区分として男女別に算定した。  
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小児（1～2歳）の推定エネルギー必要量（再掲）  

男 子  女 子   

身体活動レベル   Ⅱ   Ⅲ   Ⅱ   Ⅲ   

エネルギー（kcal／日、1  1，（XX）  昭）  

小児（1～2歳）の食事摂取基準（再掲）  

男 子  女 子  

栄養素  推定平均  耐谷  
推奨量  目安量   上限量   

耐容  

必要量  目標量  推定平均 必要量  推奨量  目安量  上限量  目標量   

たんばく買（g．′′日）  15   20  15   20  

脂質（％エネルギー）  
20以上  20以上  

30未満  
‾ 

芦30未満  

飽和脂肪酸し％エネルギーニ・  － －  

リン（mg′′臼：〉  6（氾  一  6（氾  

鉄（mg／日二〉   3．0  4．0  25  3．0  4．5  20  

7 ル   
師鉛（mg′′臼）   4   5  4   5  

鋼（mg／臼〉   0．2  0．3   －  0．2  0．3  

徴i  l．5  l．5  

加亡  35   50  2説）  35   50  250  

セレン（〟g／冒）   10   10  50  10   10  50  

クロム（〟g／日）  

モリブデン（〟g／日）   一 －  

1推定平均必要量、推奨量はプロビタミンAカロテノイドを含む。耐容上限量はプロビタミンAカロテノイドを含まない。  

2耐啓上限量はニコチンアミドのmg量、（）内はニコチン酸のmg畳。基準体重を用いて算定した。  

3耐容上限畳は食事性ビタミンB6の量ではなく、どリドキシンとしての量である。  

4耐容上限畳はプテロイプレモノグルタミン酸の量として算定した。  

5通常の食品からの摂取の場合、耐容上限畳は設定しない。通常の食品以外からの摂取量の耐客上限畳は、小児では5mg′′kg体重′′   

日とする。  
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小児（3～5歳）の推定エネルギー必要量（再掲）  

男 子  女 子   

身体活動レベル   Ⅱ   Ⅲ   Ⅱ   Ⅲ   

エネルギー 〈kcaレ日）  1．3（沿  1，250  

小児（3～5歳）の食事摂取基準（再掲）  

男 子  女 子  

栄提案  推定平均  
耐容 上限量  目標量   必要量  推奨量  目安量  耐客 上限量  目標量  推定平均 必要量  推奨量‘  目安量  

たんばく質（g／日）  20   25  20   25  

脂質（％エネルギー）  20以上  20以上  

30未満  30未満  

飽和脂肪酸（％エネルギー）  

脂 質                                                     n－6系脂肪酸（g／日）  6  

n－3系脂肪酸（g／臼）  1．2  1，2  

コレステロール（mg′′‘日〉  

炭水化物（％エネルギー）  50以上  50以上  

炭水化物  70未満  70未満  

食物繊維（g′′臼）  

ビタミンA（〟gRE′′′日）1   3（沿  450  7（カ  3〔沿  450  7〔旧  

脂   2．5  30  2．5  30  
溶  
性  4．5  2（沿  4．5  2〔氾  

ビタミンK（〟g．／日）  30  30  

ビタミンBl（m〆日〉   0．6  0．7  0．6  0．7  

ビ  ビタミンB2（m〆即   0．7  0．8  0，6  0．8  

タ  ナイアシン（mgNE／口）2   6   7  紛（幻〉  6   7  g）（カ）  

ン  ビタミンB6（mg／E＝3   0．5  0．6  15  0．5  0．6  15  

水 溶                                                                                                   ビタミンB12（〟〆日）   0．9  1．1  0．9  1．1一  

性                                                                                                                          葉酸（〟g一／日）4   餅）  110  4（氾  90  110  4（X）  

パントテン酸（mg′′日）  4  4  

ビオチン（〟g／日）  25  25  

ビタミンC（mg／日）   40  45  40   45  

ナトリウム〔mg′′日）  

（食塩相当貴）（g／日ノ  5．0未満  5．0未満  

多  1，∝0  1，〔〉∝）  

景  諷  6（X）  450  550  

マグネシウム（mg′′日）5   80  100  80  1〔沿  

リン（mg／日）  8（氾  7〔沿  

鉄（mg′′日〉   4，0  5．5  25  4．0  5．5  25  

フ  亜鉛（m〆日）   〇   6  5   6  ル  
銅（m〆日）   0．3  0．3  0、3  0．3  

微  1．5  1．5  

量  45  60  350  45  60  350  

セレンl／〟〆日）   10   15  70  10   15  70  

クロム「〟釘酎  

モリブデン（〟釘日）  

1推定平均必要量、推奨豊はプロビタミンAカロテノイドを含む。耐容上限量はプロビタミンAカロテノイドを含まない。  

2耐啓上限宜はニコチンアミドのmg豊、（）内はニコチン酸のmg量。基準体重を用いて算定した。  

3耐客上限宜は食事性ビタミンB6の見ではなく、どリドキシンとしての量である。  

4耐容上限京はプテロイルモノグルタミン醸の京として算定した。  

5通常の食品からの摂取の場合、耐容上限量は設定しない。通常の食品以外からの摂取量の耐容上限量は、小児では5mg′′kg体重／   

臼とする。  
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